
 

 

     

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新たな動向や支援者・市民からの声】 

◆本市においても、平成 28 年 12 月末現在で高齢化率は 27％を超え、今後ま

すます高齢者が増加することが予測される。 

◆高齢者を地域全体で支えて、安心して住み続けることができるような「地域

包括ケアシステムの構築」が、国レベルで求められている。 

◆「地域包括ケアシステムの構築」の見える化を進めて欲しい。 

◆2025 年問題に向けた「地域包括ケアシステムの構築」について、広い視野

を持って展望を示して欲しい。 

【これまでの経過】 

◆団塊の世代がすべて 75歳以上となる 2025 年（平成 37年）を展望し、地域

包括ケアシステムの構築に向けて堺市高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画（平成 27～29 年度）を策定 

◆「堺市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会」において高齢者福祉を検討 

◆平成 27～28 年度 

・堺市社会福祉審議会高齢者専門分科会 合計 6回 

・地域包括ケアシステム、医療、介護、認知症、高齢者の住まい・暮らしに

関する各専門家会議 合計 17回 

 

【ロードマップの目的】 

◆「地域包括ケアシステムの構築」に向けて、中長期的な取組や方向性を明ら

かにする。 

◆取組が複数の施策に関係している場合、可視化により立体的な施策展開を実

現させる。 

◆取り組みの共有を図り、一体的に施策展開を推進する。 

【ロードマップの位置づけ】 

（上位計画） 

◆堺市マスタープラン さかい未来・夢コンパス 

◆堺 21 世紀・未来デザイン 

（関連計画） 

◆堺市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（平成 27～29 年度） 

◆堺あったかぬくもりプラン 3 

◆新健康さかい 21（第 2次） 

【ロードマップの構成】 

◆2025 年までの方向性を示した長期のロードマップと、次期堺市高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画（平成 30～32 年度）までのより詳細な取組を

示した中期のロードマップから構成され、必要に応じ改訂を行うもの。 
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実現にむけた「７つの柱」と施策展開

●介護予防事業の再編と普及啓発（Ｈ

29年～新しい総合事業の一般

介護予防事業へ再編）

●介護予防ケアマネジメント検討

会議の実施

●リハビリテーション専門職を活か

した取組の推進

●介護予防・生活支援サービス事業

の実施

●認知症に関する普及啓発の推進

●認知症への適切な対応

●認知症家族等への支援や居場所づくり

●権利擁護支援の充実

●消費者被害の未然防止及び救済

●認知症予防

介護予防の推進と新
しい総合事業の実施

●在宅医療・介護の連携強化

●地域包括支援センターの運営

●在宅生活を支援する多様なサービス

基盤の充実

●市民への情報提供の充実や意識の

啓発

認知症支援の充実

●情報提供ときっかけづくり

●担い手の育成

●社会参加の機会の提供

●家族介護者等への支援の充実

在宅ケアの充実

●地域に根ざした健康づくり

●生活習慣病等の疾病の重症化予防

高齢者の社会参加と
生きがいづくりの支援

●介護サービスの質の向上

●介護人材の確保・育成

●介護保険施設の適正な整備

●介護給付適正化事業の推進

●費用負担への配慮

●介護保険制度に関する啓発、相談、

苦情対応等

健康の保持・増進

介護サービス等の
基盤整備

●住宅改修等の推進など

●サービス付き高齢者向け住宅等の質

の確保に向けた取組の推進

●バリアフリー化やユニバーサル

デザインの推進

●災害等緊急時に備えた支援の充実

●地域における見守りの推進

高齢者が安心して
暮らせるまち・住まい

出典：堺市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画（平成２７～２９年度）

地域包括ケアシステムの構築 

地域で医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される体制づくり 

【めざす姿】高齢者が、できる限り住み慣れた地域で、自分らしく暮らし続けることができる。 

今後、要介護等認定者や認知症高齢者、独居世帯、高齢者のみの世帯の増加などにより、公的な 

福祉サービスだけでは支援の必要な高齢者を支えることは難しくなると考えられている。 

そのため、団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37（2025）年までに、地域包括ケアシステムを構築し

ていく必要がある。 

 

 

①地域包括ケアシステムの構築は、

市町村が地域の特性に応じて作りあ

げていくことが必要とされている。 

 

②自助・互助・共助・公助の考え方

のもと、高齢者自身も支え手となっ

て、多様な主体が参画し、高齢者の

生活をさまざまな形で支え合う地域

づくりを進める必要がある。 

 

③構築に当たっては、医療・介護・

介護予防など幅広い分野にわたるこ

とから、多くの関係者の方々の協力

を得て推進する必要がある。 

 

（今後のスケジュール） 

・庁外：各専門家会議の中で意見を

聴取し、随時見直しを図る。 

・庁内：随時内容更新と定期的な  

照会により、見直しを行う 

 

 

地域包括ケアシステムの考え方 

【地域包括ケアシステムとは】 

高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援をめざして、できる限り住み慣れた地

域で、自分らしく暮らし続けることができるよう、地域で医療・介護・予防・

住まい・生活支援が一体的に提供される体制のこと。 

 

資料１－２ 



【ロードマップ（主要なものを一部抜粋）】 

  

 

◆団塊の世代がすべて 75 歳以上となる 2025 年（平成 37 年）までの取組を可視化したもの。 

◆現時点の取組であり、ロードマップの期間内における国庫や市の予算等の財源が保証されたものではない。 

◆定期的及び随時見直しを図る。 

 

項目 めざす姿 施策展開 具体的な取組

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

1．在宅ケアの充実
高齢者の状況に応じて、医療・介護・生活支援
等のサービスを適切に組み合わせて提供する体
制（連携）が整っている。

◎医療・介護の連携強化
医療・介護関係者の連携を支援するコーディネーターの配置
（仮称）在宅医療・介護連携支援センター

2．認知症支援の充実

医療や介護などの専門的な支援とともに、早期
発見・早期対応を行うための体制の整備、認知
症の方や家族への支援ができており、地域にお
ける認知症への理解が得られている。

◎認知症に関する普及啓発
　の推進

認知症サポーターの養成（年間9,000人目標）

キャラバン・メイトの養成（年間60人目標）

サポーターフォローアップ講座の各区での開催

3．高齢者が安心して
　  暮らせるまち・住まい

自宅のバリアフリー化やサービス付き住宅への
入居等、各々の希望と経済力に叶った「住ま
い」が確保されている。

◎災害等緊急時に備えた
　支援の充実

福祉避難所の指定（H28年度 80施設) 及び運営体制構築

訓練の実施(H28年度 9施設）

4．介護サービス等基盤
　  整備

介護の仕事の魅力向上や定着促進に向けた取組
も十分行われ、介護人材を円滑に確保できてお
り、介護サービスの質が良く、利用者が安心し
て多様なサービスを利用できる。

◎介護人材の確保・育成

さかい介護人材確保・育成支援事業
 ・介護職がやり甲斐のある魅力あふれる職業であること
　を伝える取組
 ・介護人材が安心して仕事に取組めるような環境整備

5．介護予防の推進と
     新しい総合事業の実施

増加する「介護予防」と「生活支援」のニーズ
に対し、高齢者の自立と、地域での「互助・共
助」が促進されるような、多様なサービスが提
供できている。

◎介護予防ケアマネジメント
　検討会議の実施

自立に向けたケアマネジメントをリハビリテーション職等の
多職種で検討する会議の実施

6．健康の保持・増進

教育関係機関・企業・医療機関等が、それぞれ
の特性を活かして、相互に連携して支援するこ
とで、高齢者を含む市民は主体的な健康づくり
を総合的に支援できている。

◎地域に根ざした健康づくり

健康づくりに取り組む自主活動グループの育成や支援

食生活改善推進員の育成と活動支援

口腔機能向上のボランティア（8020メイト）の育成

7．高齢者の社会参加と
　  生きがいづくりの支援

高齢者の生きがいづくり活動や社会参加を促進
できている。

◎家族介護者等への支援の
　充実

「お節介やさかいプロジェクト」
 介護者に声かけや労い、ちょっとした手助けをする
 介護者支援の担い手「さかいお節介士」の養成

サポーター養成の開催場所の拡大（キッズサポーターも含めて）

さかいお節介士の養成と活動支援 活動支援の強化

フォローアップ講座、登録サポーターの活用、さかいお節介士との連携

介護事業者が自立的に職場環境の改善を行うための支援

より効率的な事業の検討・実施,、ネットワークの構築

自主活動グループ等を継続するための支援

グループ等への参加促進と立ち上げ支援

福祉避難所の課題への対応策の検討、円滑な設置、運営の体制構築、

訓練実施、指定の拡大を推進

モデル

実施
ケアマネジメントの質の向上と自立に向けた支援による円滑な

総合事業の実施

認知症サポーターとの連携

キャラバンメイトの養成拡充

1か所実施 → その後検証

相談体制の充実と情報の集積、関係機関とのネットワーク化

堺市高齢者保健福祉計画・介護保険計画

第6期 第7期 第8期

プラン4プラン3

堺市地域福祉計画・堺市社会福祉協議会地域福祉総合推進計画（堺あったかぬくもりプラン）

大阪府保健医療計画

第6期 第7期

第9期

第2次

堺市健康増進計画（健康さかい21）

次期計画


